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8/25 経ヶ岬 米軍基地建設予定地調査団 報告
2013 年 8 月 25 日実施

報告 大湾 宗則

京都・南部連絡会からの参加者

池田、酒井、滝川、新開、大湾。

舞鶴から舞田、綾部（当日は伊根町から）大槻、計 7 名。車２台に分乗。

朝 6 時、新京都ホテル前集合。早朝より雨、だんだんきつくなる。

亀岡を超えた頃、土砂降り･･･屏風岩では雨が上がっていた。

コース

天気回復。

宮津･天橋立から舞田合流→屏

風岩を見ながら穴文殊（正式名

称 曹洞宗･九品寺）へ。

九品寺（穴文殊）境内への参道。

両脇に松の群生。

米軍基地建設の際、米軍はこ

の松林一帯の伐採要求してい

る。

昨日、穴文殊のお盆祭り。提

灯など飾り付けがそのまま･･
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穴文殊本堂。

昨夜の後始末中･･･

右手 穴文殊本殿裏側

フェンス左手

現在、自衛隊基地。

フェンス左すぐ中央に米軍

X バンドレーダー設置場所

予定地
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上記写真拡大

中央構造物は、穴文殊のい

われの岩穴の状態調査。

海岸崖下に大きな岩穴があ

り、その穴が何処までつづ

き、何処に繋がっているか

の調査中。

米軍基地建設予定地内に入

る。中央説明者は、「米軍基

地建設を憂う宇川有志の会」

事務局長の永井智昭さん。

池田事務局員の報告メモ（池田報告参照）

基地建設予定地の現場で「宇川有志の会」の永井さんが現地の状況や情勢に関してお話

されたことのいくつかを報告します。

(1)

「宇川有志の会」の永井さんとコンタクトがとれ、基地建設現場でいろいろ説明してい

ただけたことは南部連絡会にとっても重要な機会となったのではないかと思います。宇川

は基地建設予定地をその内に含む14の区(集落)、約600世帯・1700人で構成されています。

「宇川有志の会」は三野みつるさんを代表とし、永井さんが事務局長で、この二人が対外

的に名前を出していますが、他に約10人でほど議論しているようです。

(2)

永井さんはまた、これまで第7号まで発行・配布されているビラに対して抗議の電話など

の妨害・嫌がらせは一切ない。表立って名前を出しているのは二人だが、地元(宇川)はXバ

ンドレーダー基地建設について「了解していない、納得していない、歓迎していない」と
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いうことを強調していました(反対の声が孤立して浮き上がったものではないというこ

と)。話のなかでは、村落共同体の団結を守りながら、なんとかして基地建設を阻止したい

という強い思いが感じられました。他方、京丹後市内でも基地建設予定地から離れるほど

「温度差」があることも率直に述べられていました。(ただし、8/7の京丹後市主催の住民

説明会では京丹後市の他の地区の住民からも反対意見が表明されています)

(3)

永井さんはまた次のようにも述べていました。「(このXバンドレーダー基地問題は)「全

国的な問題としなければいけない問題。辺野古や普天間と同格の問題」「(これを許せば)ア

メリカが日本全土どこにでも好きなように米軍基地をつくる、その突破口になってしま

う」。「(新しく開発された)Xバンドレーダーの武器としての性能、電磁波など地域への影響

の調査の実験の部隊に経ヶ岬がされるということ」。永井さんはまた、都合があえば、この

問題について訴えるために、「どこにでも行く」ことにやぶさかではないということでし

た。

(4)

先日、京丹後市長は京都府知事との会談で、基地受け入れのための10条件を示しました。

これと関連し、これを受けて、京都府は受け入れ条件を7項目にまとめなおしたようです（そ

れが8/21に作成されたようですが原文は現地でも未入手)。これは、市の条件のいくつかが

削られたということで、京丹後市と現地住民の雰囲気・本音を知らない京都府のあいだの

矛盾のあらわれではないか、現地からはそれを京丹後市長に対して追及していく材料にな

る、と永井さんは分析していました。こうしたことから、いま、京都府や京丹後市に対し

て声を集中していくことが重要という認識を示していました。

(5)

京丹後市は当初、8/7の住民説明会で、説明会を打ち切りにしようとしたのですが、住民

の声に押されて、その後も8/18などに袖志(宇川の一部で予定地にもっとも近い)などで説

明会を行っており、必ずしも基地建設推進勢力の当初の計画どおりのペースで進んでいる

わけではないということだと思います。

(6)

補・ちょうどこの日の同刻に、スワロウカフェの若者たちも基地建設予定地に訪れ、私

たちとともに永井さんに説明を受けながら、現地を見学しました。永井さんらもこうした

かたちでXバンドレーダー基地建設問題へ関心が広がりつつあることを歓迎していました。
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米軍基地建設予定地 A

（写真Ａ Ｂ Ｃ 連結）

A から右へ

米軍基地建設予定地 B

B から右へ

米軍基地建設予定地 C



- 6 -

航空自衛隊

経ヶ岬分屯基地正面

航空自衛隊経ヶ岬分屯基地

正面から左は

自衛隊拡張予定地 A

A から左へ

自衛隊拡張予定地 B
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B から左へ

自衛隊拡張予定地 C

（写真Ａ Ｂ Ｃ 連結）

永井さんの話を聞き終えて、

経ヶ岬自衛隊分屯基地・穴文

殊を出て伊根町（浦嶋神社）

に向かう。ここで大槻代表が

合流。

そのコース内に現存する経

ヶ岬分屯基地・山上のレーダ

ーを見る。

現地調査のあと、

コースとしては、浦嶋神社にて宮司にお合いする。30 分ばかり「浦嶋伝説」の講義。

その後、神社敷地隣の食堂で昼食。

→丹後町竹野・前区長の大下省三さん宅に伺う。

→大宮町川辺の吉田茂さん宅→天橋立そば処･立垣君→帰京 午後 10 時 30 分

特に運転を引き受けてくれた池田さん、酒井さんに感謝します。お疲れ様でした。

感想

① 綺麗なところでした、京丹後は。

② お伺いしたところの皆さん、気持ちよく迎えて下さいました。

地元で若者を見ることはほとんどありませんでした。

③ 頑張る宇川地区（建設予定地）から離れる度合いに応じて関心度が低くなっていま

した。

④ 課題の大小、理解の強弱について地元の皆さん未だ途惑っていました。
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特に、防衛省の回答が曖昧で、嘘が多いことや京丹後市長の「安保は必要､だ

から国を守るため安全･安心を確保したら受け入れるべし」という押しつけに対し

て住民の疑心はありますが、積極的に追求しょうという気概は少なかったように思え

ます。

⑤ 共産党系だけがこの問題に正面から取り組んでいる、という印象でした。

ポスター、立て看板があちこちに見られました。

特に「米軍基地建設を憂う宇川有志の会」の永井さんの話は勉強になりました。

⑥ 共産党以外で可能性を探せば、京丹後市内で反原発を取り組む若者が反米軍基地も

取り組む関係をどのように模索するのか、ということと感じました。

⑥ 結果、朝から雨でしたが、この夏休み中最後の日曜日と言うことで、伊根の漁協や

伊根の海上観光タクシーの方々とは「稼ぎ時」のため、お会いすることは出来ませ

んでした。

9/7 ～ 8 のフィルドワークについて相談会へ提案

一泊二日コースの場合･日帰りコース

集合 9/7 午前 7 時 30 分

場所 新都ホテル前（ＪＲ京都駅 八条口）

費用 交通費と 一泊二日（2 食付き） 7500 ～ 8000 円

日帰り 交通費 2000 ～ 2500 円

調査予定

① きっちりした現地で学習会（永井さんを招いて）

相談したところ、日曜日 8 日の午前朝９時ならＯＫとのこと。

② 自然と暮らしを見て回る

③ 生産者達を訪ねる（農業・漁業・果樹園･酪農･織物･機械金属など）。

④ 戸別訪問・チラシ配りなど････

⑤ 昼食と夕食の取り方（協同組合食堂など場所の選択）

（注）９/８当日、高江の伊佐・安次嶺さんが京丹後入りとのこと。

「標的の村」上映と伊佐さん、安次嶺さんの話。

以上、参考にして下さい。


